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要旨
ダミーダミー本稿の目的は，現代のデジタル社会，特にSNSに代表される非同期コミュニケーション環境において，人々の間に「共感」がどのように形成され，また変容するのかを多角的に分析し，その構造的特徴を明らかにすることである。先行研究では，対面コミュニケーションにおける共感形成要因が数多く指摘されてきたが，テキスト中心の非同期的なやり取りにおけるメカニズムについては，未だ解明されていない点が多い。本研究では，まず共感に関する社会心理学的な知見を整理し，分析のための理論的枠組みを構築する。次に，特定のオンラインコミュニティにおける過去の発言データを対象としたテキストマイニング分析と，利用者への半構造化インタビューを実施する。これらの分析を通じて，言語的特徴や相互作用のパターンが共感の質と量に与える影響を考察し，デジタル社会における新たな人間関係の可能性と，それに伴う倫理的課題について論じる。
ABSTRACT
This paper aims to provide a multi-faceted analysis of how empathy is formed and transformed in contemporary digital society, particularly within asynchronous communication environments such as social media. While previous studies have identified numerous factors contributing to empathy in face-to-face interactions, the mechanisms at play in text-based, asynchronous exchanges remain largely underexplored. This study first reviews socio-psychological literature on empathy to establish a theoretical framework for analysis. It then employs a mixed-methods approach, combining text mining of archival post data from a specific online community with semi-structured interviews with its users. Through these analyses, this paper examines the influence of linguistic features and interaction patterns on the quality and quantity of empathy. Finally, it discusses the potential for new forms of human relationships in a digital society, as well as the accompanying ethical challenges.
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はじめに
ダミーダミー情報通信技術の飛躍的な発展は，我々のコミュニケーション様式を根底から変容させた。とりわけ，ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）の普及は，時間や場所の制約を超えた他者との接続を可能にし，新たな社会的関係性の基盤となっている。このような環境は「常時接続性」という特徴を持つ一方で，その多くはメッセージの送受信が即時的ではない「非同期コミュニケーション」に分類される（佐藤, 2022）。

先行研究レビュー
共感に関する研究は，心理学，社会学，脳科学など多岐にわたる分野で蓄積されてきた。古典的な研究では，共感を「他者の感情状態を自らのものとして追体験する情動的共感」と，「他者の置かれた状況や視点を理性的に理解する認知的共感」の二つの側面に大別している。
共感に関する研究は，心理学，社会学，脳科学など多岐にわたる分野で蓄積されてきた。古典的な研究では，共感を「他者の感情状態を自らのものとして追体験する情動的共感」と，「他者の置かれた状況や視点を理性的に理解する認知的共感」の二つの側面に大別している。
共感に関する研究は，心理学，社会学，脳科学など多岐にわたる分野で蓄積されてきた。古典的な研究では，共感を「他者の感情状態を自らのものとして追体験する情動的共感」と，「他者の置かれた状況や視点を理性的に理解する認知的共感」の二つの側面に大別している。
近年のオンライン・コミュニケーション研究においては，テキスト情報のみでいかに感情が伝達されるかというテーマが注目されている。例えば，絵文字や感嘆符などのパラ言語的情報が，非言語的情報の代替的役割を果たす可能性が指摘されている（Suzuki & Lee, 2021）。しかし，これらの研究の多くは，個別の記号が与える印象分析に留まっており，相互作用の連鎖の中で共感がどのようにダイナミックに生成・維持されるかというプロセス論的な視点からのアプローチは十分ではなかった[footnoteRef:2]。 [2:  ダミーここで言うプロセス論的な視点とは、単一のメッセージ交換ではなく、複数のやり取りが時間軸に沿って連鎖し、相互作用の中で意味が構築されていく過程を重視する立場を指す。詳しくは、中村（2020）の議論を参照されたい。] 


分析の枠組みと方法
分析対象
本研究では，趣味に関する匿名オンライン掲示板Aと，実名登録制のSNSグループBを分析対象とする。これら二つのプラットフォームは，匿名性や利用目的において対照的な特徴を持っており，比較分析を通じて，共感形成に影響を与える文脈的要因を抽出することが期待できる。分析期間は2023年1月1日から同年12月31日までの1年間とし，特定のトピックに関するすべての投稿データを収集した。
分析手法
本研究では，定量的分析と定性的分析を組み合わせた混合研究法（Mixed Methods）を採用する。
第一に，収集したテキストデータ全体に対して，KH Coderを用いたテキストマイニングを実施する。共起ネットワーク分析により，特徴的な単語の結びつきやコミュニティ内で共有される「共感語彙」の構造を可視化する（図1参照）。
第二に，各プラットフォームの利用者の中から10名ずつを抽出し，オンラインでのコミュニケーション経験に関する半構造化インタビュー調査を実施する。
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図1. 共感形成プロセスの概念モデル

[bookmark: _Ref76308917]結果と考察
テキストマイニングによる共感指標の分析
分析の結果，掲示板Aでは「わかる」「それな」といった短い同意表現が頻出する一方，SNSグループBでは「〇〇さんの意見に感銘を受けました。特に△△という視点は…」といった，理由を伴う具体的な共感表現が多く見られた（表1参照）。これは，プラットフォームの匿名性が，表明される共感の質に影響を与えていることを示唆している。
表1. 各プラットフォームにおける特徴語の出現頻度
	特徴語
	掲示板A（回）
	SNSグループB（回）

	わかる
	1,024
	158

	それな
	891
	45

	感謝
	210
	673

	参考になる
	155
	842

	テキスト１
	155
	842

	テキスト２
	155
	842



インタビューから見る主観的経験
インタビュー調査からは，テキスト情報から相手の感情を「想像する」プロセスが，共感の深化において重要な役割を果たしていることが明らかになった。ある回答者は，「文章が短いからこそ，行間を読んで，相手がどんな気持ちで書いたのかを必死で考える。その想像が当たったと感じた時に，強いつながりを感じる」と語った。このことは，非同期コミュニケーションにおける情報の欠落が，必ずしも共感の阻害要因ではなく，むしろ能動的な解釈を促す触媒として機能しうることを示している。

結果と考察
本研究は，デジタル社会における非同期コミュニケーション環境下での共感形成プロセスを，定量的・定性的アプローチから分析した。その結果，プラットフォームの特性や，利用者の能動的な解釈行為が，共感の質と量を規定する重要な要因であることが示された。
今後の課題としては，分析対象をさらに多様なメディアに広げること，そして共感がもたらす負の側面，すなわちエコーチェンバー現象や集団極化との関連性についても深く探求していく必要があろう。本稿の知見が，より健全なオンライン・コミュニケーション環境の設計に貢献するための一助となれば幸いである。
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